
第 6 1号 議 案

令 和 ４ 年 ２ 月 1 0日

任 用 給 与 課 

「職員に関する条例」に対する人事委員会の意見聴取について 

  地方公務員法第５条第２項に基づき、令和４年２月９日付３議事第436号をもっ

て東京都議会議長より照会のあった議案（別添）に係る意見については、下記の

とおり回答する。 

記 

議 案 名 

１ 第34号議案 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例 

２ 第35号議案 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

３ 第55号議案 学校職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条

例 

４ 第56号議案 東京都教育委員会職員の特殊勤務手当に関する条例の一部

を改正する条例 

５ 第87号議案 警視庁職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例 

意  見 

異議ありません。 
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１ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

 育児休業及び部分休業の取得に係る要件の見直しに伴い、所要の改正を行う。 

項   目
該 当 条 文

内 容 

育児休業をするこ

とができない職員 

第２条第１号イ 

【非常勤職員の育児休業の取得に係る要件の見直し】 

育児休業の承認について、「引き続き在職した期間が１年以上」と限定した

規定を削除 

【文言整備】 

「任命権者を同じくする職」の言い換え規定を移設 

部分休業をするこ

とができない職員 

第 13条第１号 

【非常勤職員の部分休業の取得に係る要件の見直し】 

部分休業の承認について、「引き続き在職した期間が１年以上」と限定した

規定を削除 

妊娠、出産等につ

いての申出があっ

た場合における措

置等 

第 17条第１項（新設） 

第２項（新設） 

【妊娠、出産等の申出をした職員に対する措置の義務付け】 

○ 任命権者は、職員本人又は配偶者の妊娠、出産等を申し出た職員に対し

て、育児休業に関する制度等の周知及び育児休業の取得意向の確認のた

めの措置を講じなければならないことを規定

○ 任命権者は、妊娠、出産等を申し出た職員が不利益な取扱いを受けない

ようにしなければならないことを規定

勤務環境の整備に

関する措置 

第 18条（新設） 

第１号 

第２号 

第３号 

【育児休業を取得しやすい勤務環境の整備の義務付け】 

 育児休業の承認の請求が円滑に行われるよう、任命権者は以下の措置を講

じなければならないことを規定 

・職員に対する育児休業に係る研修の実施

・育児休業に関する相談体制の整備

・その他育児休業に係る勤務環境の整備に関する措置

委 任 

第 19条 

【条の新設に伴う文言整備】 

条の繰下げ 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和４年４月１日 

ただし、次項の規定については公布の日（令和４年３月 31日予定） 

施行に伴う措置 

附則第２項 

育児休業及び部分休業の承認の請求は、施行日前においても行うことがで

きる。 
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２ 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

税務事務特別手当及び福祉等業務手当の支給範囲の見直し等に伴い、所要の改正を行う。 

項 目 
該 当 条 文

内 容 

税務事務特別手当 

第32条第１項 

【税務事務特別手当の支給範囲の見直し】 

主税局又は支庁における都税の賦課徴収業務のうち、人事委員会の承認を

得て規則で定める特に困難な業務に支給範囲を限定（上限額640円） 

福祉等業務手当 

第38条 

第１項第３号（新設） 

第２項第３号（新設） 

第１項第２号 

【福祉等業務手当の支給範囲及び支給額の見直し】 

児童相談所に所属する職員が、児童福祉法に定める業務を行うため以下の

業務に従事した場合について、支給範囲の拡大及び支給額の引上げ

従事業務 現行 改正後 

家庭訪問 200円（日額） 

950円（日額） 面接
支給対象外

一時保護

【号の新設に伴う文言整備】 

「児童相談所」を削除 

防疫等業務手当に

関する措置 

本体附則第４項 

【時限期間延長】 

新型コロナウイルス感染症に係る業務に従事した場合の特例を延長（上限 

 額5,000円） 

令和４年３月31日まで → 令和５年３月31日まで  

（具体の期限は人事委員会の承認を得て規則で定める。） 

小笠原業務手当に

関する措置 

本体附則第６項 

【時限期間延長】 

令和４年３月31日まで → 令和７年３月31日まで  

（具体の期限は人事委員会の承認を得て規則で定める。） 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和４年４月１日 

ただし、税務事務特別手当に関する改正規定は、令和５年４月１日。防疫 

等業務手当及び小笠原業務手当に関する措置の改正規定は、公布の日（令和

４年３月 31日予定） 

経 過 措 置 

附則第２項 

  第３項 

施行日前に従事した業務について、施行日以後に支給する場合 

→ 従前の例による。

＜参考＞小笠原業務手当

小笠原諸島に所在する都の機関の業務に従事したときに支給

・ 交通アクセスの制約から事業の進行管理等に一定の制約が存在す

るなど、勤務の特殊性が存在するため支給

・ １日につき 700円を超えない範囲内で支給（国も同様）
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３ 学校職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

船員勤務手当の廃止及び教員特殊業務手当の支給額の見直し等に伴い、所要の改正を行う。 

項   目 
該 当 条 文 

内 容 

特殊勤務手当の種

類 

第２条第５号（削除） 

船 員 勤 務 手 当 

第７条（削除） 

【実習船航行業務の委託に伴う船員勤務手当の廃止】 

船員勤務手当に係る規定を削除 

教員特殊業務手当 

第 15条 

【教員特殊業務手当の支給額の見直し】 

支給上限額の引上げ（上限額 6,400円 → 16,000円） 

（具体の金額等は人事委員会の承認を得て規則で定める。） 

小笠原業務手当に

関する措置 

本体附則第３項 

【時限期間延長】 

令和４年３月31日まで → 令和７年３月31日まで  

（具体の期限は人事委員会の承認を得て規則で定める。） 

文 言 整 備 

第８条 

第 20条 

【条の削除に伴う文言整備】 

○ 「東京都人事委員会」「東京都教育委員会規則」の言い換え規定を移設

○ 「第７条」→「第８条」

施 行 期 日 

附則第１項 

令和４年４月１日 

ただし、小笠原業務手当に関する措置の改正規定は公布の日（令和４年３月 

31日予定） 

経 過 措 置 

附則第２項 

施行日前に従事した業務について、施行日以後に支給する場合 

→ 従前の例による。

４ 東京都教育委員会職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条  

例 

「３」と同様の改正を行う（教員特殊業務手当に関する改正を除く。）。
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５ 警視庁職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

特別救助手当の支給額の見直し等に伴い、所要の改正を行う。 

項   目 
該 当 条 文 

内 容 

特 別 救 助 手 当 

第15条第３項（新設） 

第４項 

第５項 

本体附則第７項 

【特別救助手当の支給額等の見直し】 

日没時から日出時までの間に、被災者の救難・救助等の業務に従事した

場合には、手当額（一般 840円、警戒区域 1,680円）の 100分の 50以内で

人事委員会の承認を得て規則で定める額を加算

【項の新設に伴う文言整備】 

〇 項の繰下げ 

〇「前項第２号」→「前２項」 

〇「第 15条第３項」→「第 15条第３項及び第４項」 

小笠原業務手当に

関する措置 

本体附則第３項 

【時限期間延長】 

令和４年３月31日まで → 令和７年３月31日まで  

（具体の期限は人事委員会の承認を得て規則で定める。） 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和４年４月１日 

ただし、小笠原業務手当に関する措置の改正規定は、公布の日（令和４年 

３月 31日予定） 

経 過 措 置 

附則第２項 

第３項 

〇 施行日前に従事した業務について、施行日以後に支給する場合 

→ 従前の例による。

 〇 二暦日にわたる勤務にあっては、施行日以後に始まる勤務から適用 

し、施行日前から始まる勤務については、なお従前の例による。 
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３議事第４３６号 

令和４年２月９日 

東京都人事委員会委員長 

青 山  □ 殿

東京都議会議長 

三 宅 し げ き 

（ 公 印 省 略 ） 

「職員に関する条例」に対する人事委員会の意見聴取について（照会） 

 令和４年第１回定例会に提出のため、知事から送付された下記議案について、地方公

務員法（昭和２５年法律第２６１号）第５条第２項の規定により、貴委員会の意見を求

めます。 

記 

１ 第 ３４ 号議案 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

２ 第 ３５ 号議案 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

３ 第 ５５ 号議案 学校職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

４ 第 ５６ 号議案 東京都教育委員会職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例 

５ 第 ８７ 号議案 警視庁職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 
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一

第
三

十

五
号
議
案
　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
三
十
五
号
議
案

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
四
年
二
月
十
六
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
号
イ
⑴
を
削
り
、
同
号
イ
⑵
中
「
特
定
職
に
引
き
続
き
」
を
「
引
き
続
い
て
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
「
特
定
職
」
と
い

う
。
）
に
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
す
る
。

　

第
十
三
条
第
一
号
中
「
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
」
を
「
勤
務
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得

て
東
京
都
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
る
。

　

第
十
七
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
等
）

第
十
七
条　

任
命
権
者
は
、
職
員
が
当
該
任
命
権
者
に
対
し
、
当
該
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
し
、
若
し
く
は
出
産
し
た
こ
と
又
は
こ
れ
ら
に

準
ず
る
事
実
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
育
児
休
業
の
承

認
の
請
求
に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

任
命
権
者
は
、
職
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
職
員
が
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
）

第
十
八
条　

任
命
権
者
は
、
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4 . 第 1 回 定 例 会
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二

一

職
員
に
対
す
る
育
児
休
業
に
係
る
研
修
の
実
施

二

育
児
休
業
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

三

そ
の
他
育
児
休
業
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
職
員
に
よ
る
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
及
び

同
条
例
第
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
規
則
で
定
め
る
職
員
に
よ
る
部
分
休
業
の
承
認
の
請
求
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
提
案
理
由
）

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年

法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
に
よ
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七

十
六
号
）
の
改
正
等
を
踏
ま
え
、
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
の
範
囲
を
改
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
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一

第
三

十

四
号
議
案
　
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
三
十
四
号
議
案

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
四
年
二
月
十
六
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
の
う
ち
、
」
を
「
で
あ
っ
て
」
に
改
め
、
「
業
務
」
の
下
に
「
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る

特
に
困
難
な
も
の
」
を
加
え
る
。

　

第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
西
多
摩
福
祉
事
務
所
又
は
児
童
相
談
所
」
を
「
又
は
西
多
摩
福
祉
事
務
所
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　

三　

児
童
相
談
所
に
所
属
す
る
職
員
が
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
業
務
を
行
う
た
め
家
庭
を
訪
問
し
た
と
き
、
若
し
く
は
面
接
を
行
っ
た
と
き
、

又
は
同
法
に
定
め
る
一
時
保
護
を
行
っ
た
と
き
。

　

第
三
十
八
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
場
合　

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
九
百
五
十
円

　

附
則
第
四
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
六
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
令
和
五
年
四

4 . 第 1 回 定 例 会
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二

月
一
日
か
ら
、
附
則
第
四
項
及
び
附
則
第
六
項
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業

務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
福
祉
等
業
務
手
当
で
、
同
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

３　

第
三
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
の
施
行
の
日
前
に
同
項
の
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
第
三

十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
税
務
事
務
特
別
手
当
で
、
同
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
提
案
理
由
）

　

特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
範
囲
、
支
給
額
及
び
支
給
期
限
を
改
め
る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
防
疫
等
業
務

手
当
に
関
す
る
措
置
の
期
限
を
延
長
す
る
必
要
が
あ
る
。
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一

第
五

十

五
号
議
案
　
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
五
十
五
号
議
案

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
四
年
二
月
十
六
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一
か
ら
五
ま
で　

削
除

　

第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で　

削
除

　

第
八
条
第
二
項
中
「
人
事
委
員
会
」
を
「
東
京
都
人
事
委
員
会
（
以
下
「
人
事
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
教
育
委
員
会
規
則
」
を
「
東
京

都
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
第
二
項
中
「
六
千
四
百
円
」
を
「
一
万
六
千
円
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
七
条
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
三
項
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

4 . 第 1 回 定 例 会
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二

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
に
規

定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
特
殊
勤
務
手
当
で
、
施
行
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
提
案
理
由
）

　

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
、
支
給
額
及
び
支
給
期
限
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

　7　



一

第
五

十

六
号
議
案
　
東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
五
十
六
号
議
案

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　
令
和
四
年
二
月
十
六
日

�

提
出
者
　
　
東
京
都
知
事
　
　
小
　
　
池
　
　
百
　
　
合
　
　
子
　
　
　
　
　

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
二
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
一
及
び
二
　
削
除

　
第
三
条
及
び
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条
及
び
第
四
条
　
削
除

　
第
五
条
第
一
項
中
「
人
事
委
員
会
」
を
「
東
京
都
人
事
委
員
会
（
以
下
「
人
事
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
教
育
委
員
会
規
則
」
を
「
東
京

都
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

　
第
十
四
条
中
「
第
四
条
、
」
を
削
る
。

　
附
則
第
三
項
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）

　
東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
及
び
支
給
期
限
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

4 . 第 1 回 定 例 会
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一

第
八

十

七
号
議
案
　
警
視
庁
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
八
十
七
号
議
案

警
視
庁
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
四
年
二
月
十
六
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

警
視
庁
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

警
視
庁
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
五
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
日
没
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の
間
に
従
事
し
た
場
合
の
同
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
手
当
の
額
に
そ
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
額
を
加
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

　

附
則
第
三
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
七
項
中
「
第
十
五
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
四
項
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
警
視
庁
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
特
殊
勤
務
手
当
で
、
施
行
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
警
視
庁
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
二
暦
日
に
わ
た
る
勤
務
に
あ
っ
て
は
、
施
行
日
以
後

4 . 第 1 回 定 例 会
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二

に
始
ま
る
勤
務
か
ら
適
用
し
、
施
行
日
前
か
ら
始
ま
る
勤
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
提
案
理
由
）

　

特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
要
件
、
支
給
額
及
び
支
給
期
限
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
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～ 目 次 ～ 

１ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（２頁） 

２ 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（４頁） 

３ 学校職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（６頁） 

４ 東京都教育委員会職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（９頁） 

５ 警視庁職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（11頁） 

条 例 改 正 新 旧 対 照 表

参 考 

　1　



 

 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改 

正 

案 

現 
 

行 

第
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条 

（
略
） 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
） 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
） 

第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
条 

（
略
） 

一 

（
現
行
の
と
お
り
） 

イ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 
 
 

（
削
除
） 

 

⑴ 

当
該
非
常
勤
職
員
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
子
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
（
以

下
「
一
歳
六
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
に
、
そ
の
任
期
（
任
期

が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
更
新
後
の
も
の
）
が
満
了
す
る
こ

と
及
び
引
き
続
い
て
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
「
特
定
職
」

と
い
う
。
）
に
任
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
非
常
勤
職
員 

⑵ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 
 

ロ
か
ら
ニ
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

二
及
び
三 

（
現
行
の
と
お
り
） 

一 

（
略
） 

イ 

（
略
） 

⑴ 

任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
「
特
定
職
」
と
い
う
。
）
に
引

き
続
き
在
職
し
た
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
非
常
勤
職
員 

⑵ 

当
該
非
常
勤
職
員
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
子
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日

（
以
下
「
一
歳
六
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。）
ま
で
に
、
そ
の
任
期
（
任

期
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
更
新
後
の
も
の
）
が
満
了
す

る
こ
と
及
び
特
定
職
に
引
き
続
き
任
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

な
い
非
常
勤
職
員 

⑶ 

（
略
） 

 
 

ロ
か
ら
ニ
ま
で 

（
略
） 

 

二
及
び
三 

（
略
） 

第
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
ま
で 

（
略
） 

（
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
） 
（
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
） 

第
十
三
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 
第
十
三
条 

（
略
） 

 

一 

勤
務
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
、人
事
委
員
会
の

承
認
を
得
て
東
京
都
規
則
で
定
め
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五

第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
を
除
く
。
） 

 

一 
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員
（
地
方
公

務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一

項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
を
除
く
。） 
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（
削
除
） 

  
 

（
削
除
） 

  

二 

（
現
行
の
と
お
り
） 

  
 

イ 

特
定
職
に
引
き
続
き
在
職
し
た
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
非
常
勤
職

員 

 
 

ロ 

勤
務
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
、
人
事
委
員
会

の
承
認
を
得
て
東
京
都
規
則
で
定
め
る
非
常
勤
職
員 

 

二 

（
略
） 

第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で 

（
略
） 

（
妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
等
） 

 

第
十
七
条 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
当
該
任
命
権
者
に
対
し
、
当
該
職
員
又
は
そ

の
配
偶
者
が
妊
娠
し
、若
し
く
は
出
産
し
た
こ
と
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
実

を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
そ
の

他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
に
係
る
当
該
職

員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
新
設
） 

２ 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
当
該
職
員
が
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
） 

 

第
十
八
条 

任
命
権
者
は
、育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

 

一 

職
員
に
対
す
る
育
児
休
業
に
係
る
研
修
の
実
施 

 

二 

育
児
休
業
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備 

 

三 

そ
の
他
育
児
休
業
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置 

 

第
十
九
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
七
条 
（
略
） 
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東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

第
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
税
務
事
務
特
別
手
当
） 

第
三
十
二
条 

税
務
事
務
特
別
手
当
は
、
主
税
局
又
は
支
庁
に
所
属
す
る
職
員

で
あ
っ
て
都
税
の
賦
課
徴
収
の
事
務
に
専
ら
従
事
す
る
も
の
が
、
当
該
業
務

の
う
ち
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
特
に
困
難
な
も
の
に

従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で 
（
現
行
の
と
お
り
） 

（
福
祉
等
業
務
手
当
） 

第
三
十
八
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

一 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

二 

支
庁
又
は
西
多
摩
福
祉
事
務
所
に
所
属
す
る
職
員
が
、
生
活
保
護
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
又
は
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
定
め
る
業
務
を
行
う
た
め
家
庭
を
訪
問
し

た
と
き
。 

 

三 

児
童
相
談
所
に
所
属
す
る
職
員
が
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
業
務
を
行

う
た
め
家
庭
を
訪
問
し
た
と
き
、
若
し
く
は
面
接
を
行
っ
た
と
き
、
又
は

同
法
に
定
め
る
一
時
保
護
を
行
っ
た
と
き
。 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

一
及
び
二 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

三 

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
場
合 

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
九
百
五
十 

 
 

円 

第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 
 

 

附 

則 

第
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で 

（
略
） 

（
税
務
事
務
特
別
手
当
） 

第
三
十
二
条 

税
務
事
務
特
別
手
当
は
、
主
税
局
又
は
支
庁
に
所
属
す
る
職
員

の
う
ち
、
都
税
の
賦
課
徴
収
の
事
務
に
専
ら
従
事
す
る
も
の
が
、
当
該
業
務

に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。 

 

２ 

（
略
） 

第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で 

（
略
） 

（
福
祉
等
業
務
手
当
） 

第
三
十
八
条 

（
略
） 

 

一 

（
略
） 

 

二 

支
庁
、
西
多
摩
福
祉
事
務
所
又
は
児
童
相
談
所
に
所
属
す
る
職
員
が
、 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
又
は
児
童
福
祉
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
定
め
る
業
務
を
行
う
た
め
家

庭
を
訪
問
し
た
と
き
。 

 

（
新
設
） 

  

２ 

（
略
） 

 
一
及
び
二 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

 

第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で 

（
略
） 

 
 

 

附 

則 
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１
か
ら
３
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

４ 
前
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委
員
会
の

承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
日
（
以
下
「
失
効
す
る
日
」
と
い
う
。
）
限

り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た
だ
し
、
失
効
す
る
日
前
に
前
項
に
規
定
す
る
業

務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
防
疫
等
業
務
手
当

で
、
失
効
す
る
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、

失
効
す
る
日
以
後
も
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。 

５ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
小
笠
原
業
務
手
当
に
関
す
る
措
置
） 

６ 

第
四
十
条
の
規
定
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委
員

会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

１
か
ら
３
ま
で 

（
略
） 

４ 

前
項
の
規
定
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委
員
会
の

承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
日
（
以
下
「
失
効
す
る
日
」
と
い
う
。
）
限

り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た
だ
し
、
失
効
す
る
日
前
に
前
項
に
規
定
す
る
業

務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
防
疫
等
業
務
手
当

で
、
失
効
す
る
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、

失
効
す
る
日
以
後
も
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。 

５ 

（
略
） 

（
小
笠
原
業
務
手
当
に
関
す
る
措
置
） 

６ 

第
四
十
条
の
規
定
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委
員

会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 
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学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
二
十
一
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

 

改
正
案 

現
行 

第
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

（
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
） 

第
一
条 

（
略
） 

（
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
） 

第
二
条 

特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

第
二
条 

特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

 

一
か
ら
五
ま
で 
削
除 

 

一
か
ら
四
ま
で 

削
除 

 
 

五 

船
員
勤
務
手
当 

 

六
か
ら
十
七
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

六
か
ら
十
七
ま
で 

（
略
） 

第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で 

削
除 

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で 

削
除 

（
船
員
勤
務
手
当
） 

 

第
七
条 

船
員
勤
務
手
当
は
、
東
京
都
立
大
島
海
洋
国
際
高
等
学
校
の
実
習 

 
 

 

船
に
乗
船
す
る
職
員
の
う
ち
、
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
） 

 

の
適
用
を
受
け
る
者
が
、
当
該
実
習
船
の
航
行
等
に
係
る
業
務
に
従
事
し 

 

た
と
き
に
支
給
す
る
。 

 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
千
八
百 

 

八
十
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
東
京
都
人
事
委
員
会
（
以
下
「
人 

 

事
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
承
認
を
得
て
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下 

 

「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
。 

（
放
射
線
業
務
従
事
手
当
） 

第
八
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
五
十 

 

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
東
京
都
人
事
委
員
会
（
以
下
「
人
事 

 

（
放
射
線
業
務
従
事
手
当
） 

第
八
条 

（
略
） 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
五
十 

 

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委 
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委
員
会
」
と
い
う
。）
の
承
認
を
得
て
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下 

 
「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
。 

第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

 

員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 

第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で 

（
略
） 

 

（
教
員
特
殊
業
務
手
当
） 

第
十
五
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

（
教
員
特
殊
業
務
手
当
） 

第
十
五
条 

（
略
） 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
一
万
六
千 

 

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委 

 

員
会
規
則
で
定
め
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
千
四
百 

 

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委 

 

員
会
規
則
で
定
め
る
。 

第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で 

（
略
） 

（
支
給
方
法
） 

第
二
十
条 

職
員
が
同
一
の
日
に
お
い
て
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十

二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
前
条
に
規
定
す
る
二
以
上
の
業
務
に
従
事

し
た
場
合
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る

も
の
を
除
き
、
最
高
の
額
の
定
め
の
あ
る
業
務
に
応
じ
た
特
殊
勤
務
手
当

の
み
を
支
給
す
る
。 

（
支
給
方
法
） 

第
二
十
条 

職
員
が
同
一
の
日
に
お
い
て
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十

二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
前
条
に
規
定
す
る
二
以
上
の
業
務
に
従
事

し
た
場
合
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る

も
の
を
除
き
、
最
高
の
額
の
定
め
の
あ
る
業
務
に
応
じ
た
特
殊
勤
務
手
当

の
み
を
支
給
す
る
。 

２
及
び
３ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
及
び
３ 

（
略
） 

第
二
十
一
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
一
条 

（
略
） 

附 

則 

附 

則 

１
及
び
２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 
１
及
び
２ 

（
略
） 

（
小
笠
原
業
務
手
当
に
関
す
る
措
置
） 

（
小
笠
原
業
務
手
当
に
関
す
る
措
置
） 

３ 

第
十
九
条
の
規
定
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委

員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
限
り
、
そ
の
効
力
を

３ 

第
十
九
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人

事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
限
り
、
そ
の
効
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失
う
。 

力
を
失
う
。 
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東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
二
十
二
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改 

正 

案 

現 
 
 

行 

第
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

（
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
） 

第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

一
及
び
二 

削
除 

 

三
か
ら
十
一
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
三
条
及
び
第
四
条 

削
除 

       

（
夜
間
定
時
制
教
育
勤
務
手
当
） 

第
五
条 

夜
間
定
時
制
教
育
勤
務
手
当
は
、
定
時
制
課
程
を
置
く
都
立
の
高
等
学
校
に
勤
務

す
る
職
員
が
、
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課
程
に
お
け
る
勤
務
（
東
京
都
人
事
委
員
会

（
以
下
「
人
事
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
承
認
を
得
て
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下

「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
従
事
し
た
と
き
に
支

給
す
る
。 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
六
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
支
給
方
法
等
） 

第
十
四
条 

職
員
が
同
一
の
日
に
お
い
て
第
五
条
、
第
七
条
、
第
十
一
条
及
び
前
条
に
規
定

す
る
二
以
上
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会
規

第
一
条 

（
略
） 

（
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
） 

第
二
条 

（
略
） 

一 

削
除 

二 

船
員
勤
務
手
当 

三
か
ら
十
一
ま
で 

（
略
） 

第
三
条 

削
除 

（
船
員
勤
務
手
当
） 

第
四
条 

船
員
勤
務
手
当
は
、
東
京
都
立
大
島
海
洋
国
際
高
等
学
校
の
実
習
船
に
乗
船
す
る
職

員
の
う
ち
、
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
が
、
当
該
実
習

船
の
航
行
等
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
千
八
百
八
十
円
を
超
え
な 

い
範
囲
内
に
お
い
て
、
東
京
都
人
事
委
員
会
（
以
下
「
人
事
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
承
認 

を
得
て
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
。 

（
夜
間
定
時
制
教
育
勤
務
手
当
） 

第
五
条 

夜
間
定
時
制
教
育
勤
務
手
当
は
、
定
時
制
課
程
を
置
く
都
立
の
高
等
学
校
に
勤
務

す
る
職
員
が
、
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課
程
に
お
け
る
勤
務
（
人
事
委
員
会
の
承
認

を
得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。 

  
２ 
（
略
） 

第
六
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で 

（
略
） 

（
支
給
方
法
等
） 

第
十
四
条 
職
員
が
同
一
の
日
に
お
い
て
第
四
条
、
第
五
条
、
第
七
条
、
第
十
一
条
及
び
前

条
に
規
定
す
る
二
以
上
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
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則
で
定
め
る
特
殊
勤
務
手
当
を
除
き
、
最
高
の
額
の
定
め
の
あ
る
業
務
に
応
じ
た
特
殊
勤

務
手
当
の
み
を
支
給
す
る
。 

第
十
五
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

 
 

附 

則 

１
及
び
２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
小
笠
原
業
務
手
当
に
関
す
る
措
置
） 

３ 

第
十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委
員
会
の
承
認
を

得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

委
員
会
規
則
で
定
め
る
特
殊
勤
務
手
当
を
除
き
、
最
高
の
額
の
定
め
の
あ
る
業
務
に
応
じ

た
特
殊
勤
務
手
当
の
み
を
支
給
す
る
。 

第
十
五
条 

（
略
） 

 
 

附 

則 

１
及
び
２ 

（
略
） 

（
小
笠
原
業
務
手
当
に
関
す
る
措
置
） 

３ 

第
十
三
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委
員
会
の
承

認
を
得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 
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警
視
庁
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
四
十
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

 
 

 

行 

第
一
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
特
別
救
助
手
当
） 

第
十
五
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

３ 

第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
日
没
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の

間
に
従
事
し
た
場
合
の
同
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
手
当
の
額
に
そ
の
百
分
の

五
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得

て
規
則
で
定
め
る
額
を
加
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。 

４ 

災
害
対
策
基
本
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
緊
急
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
た
災
害
に
お
い
て
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し

た
場
合
の
同
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
従

事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
千
四
十
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員

会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。 

５ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 
 

 

附 

則 

１
及
び
２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

３ 

第
二
十
六
条
の
規
定
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委
員
会

の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

４
か
ら
６
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

７ 

第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

第
一
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で 

（
略
） 

（
特
別
救
助
手
当
） 

第
十
五
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

（
新
設
） 

    

３ 

災
害
対
策
基
本
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
緊
急
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
た
災
害
に
お
い
て
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し

た
場
合
の
同
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
千
四
十
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人

事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。 

４ 

（
略
） 

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で 

（
略
） 

 
 

 

附 

則 

１
及
び
２ 

（
略
） 

３ 

第
二
十
六
条
の
規
定
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
人
事
委
員
会

の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

４
か
ら
６
ま
で 

（
略
） 

７ 

第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
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替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
特
別
救
助
手
当
の
支

給
を
受
け
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

さ
れ
る
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
特
別
救
助
手
当
の
支
給
を
受
け
る

職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 
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